
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

お
の
ま
ち

（
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
）

（
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
）

定
例
会
６
月
会
議

町
政

を
問

う
！

７
人

が
一

般
質

問
 ��� ５

 ペ
ー

ジ

議
会

活
動

ト
ピ

ッ
ク

ス
 ���������������� 13 ペ

ー
ジ

小
野

町
中

学
生

議
会

 ��������������������� 14 ペ
ー

ジ

183
号

令
和
７
年

８
月
22日

発
行
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６月 11日～６月 16日

定例会６月会議
令和７年小野町議会定例会６月会議は、６
月 11日から 16日まで６日間の日程で開かれ
ました。
会議では、条例の一部改正、令和７年度一般
会計補正予算等の８件の町長提出議案と、議
員提出議案４件が提出され、議案をすべて原
案のとおり可決したほか、専決処分並びに継
続費及び繰越明許費繰越の報告がありました。
また、７名の議員が一般質問を行い、町政
各般にわたり町長の考えをただしました。

▲藤本新副町長のあいさつの様子

令和７年度一般会計補正予算
一般会計の歳入歳出にそれぞれ 5847万４千円を追加し、総額 66億 2847万４千円となりました。

項　目 補正額
物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金 3949 万円

福島県 ICT 推進市町村
支援事業費補助金 79 万円

財政調整基金繰入金 1719 万円

コミュニティ助成事業
助成金 100 万円

項　目 補正額
定額減税補足給付金

（不足額給付分）※事務費含む 3949 万円

児童館屋外遊具修繕料 33 万円

廃棄物処理共同事業負担金 811 万円

環境保全積立金 632 万円

消防団活動用備品購入費 118 万円

B&G 海洋センタートレーニング
ルーム用運動器具購入費 99 万円

主な補正内容

◆
小
野
町
税
条
例
を
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
公
示
送
達
制
度
の
見

直
し
、
特
定
親
族
特
別
控
除
制
度
の
新
設
に
伴
う
個
人
住
民

税
制
度
の
改
正
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
な

ど
を
行
う
た
め
、
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

◆
小
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
軽
減
対
象
世
帯
の

所
得
判
定
基
準
の
改
正
を
行
う
た
め
、
規
定
の
整
備
を
行
う

も
の
。

条
例
の
一
部
改
正

条
例
２
件
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■歳入 ■歳出
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契
約
締
結

予
定
価
格
が
５
０
０
０
万
円
以
上
に
な
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
経
て
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

報
告
事
項

専
決
処
分
並
び
に
予
算
の
継
続
費
及
び
繰
越
明

許
費
繰
越
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

○
美
売
・
坪
毛
線
道
路
新
設
工
事
（
１
工
区
）
請
負
契

約
の
締
結

  

契
約
先
：
株
式
会
社
高
橋
建
設

  

契
約
額
：
１
２
９
︐２
５
０
︐０
０
０
円

○
美
売
・
坪
毛
線
道
路
新
設
工
事
（
２
工
区
）
請
負
契

約
の
締
結

  

契
約
先
：
株
式
会
社
吉
田
土
建

  

契
約
額
：
６
９
︐３
０
０
︐０
０
０
円

○
小
野
町
交
流
・
定
住
支
援
館
解
体
工
事
請
負
契
約
の

締
結

  

契
約
先
：
飯
岡
工
業
株
式
会
社

  

契
約
額
：
７
２
︐３
８
０
︐０
０
０
円

○
小
野
町
役
場
新
庁
舎
敷
地
造
成
工
事
請
負
契
約
の
締
結

  

契
約
先
：
株
式
会
社
石
覚
組

  

契
約
額
：
１
６
５
︐５
５
０
︐０
０
０
円

○
小
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
小
野
町
一
般
会
計
予
算
継
続
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
小
野
町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

◆
副
町
長
の
選
任
に
同
意

　

副
町
長
に
、
藤
本
達さ
と
し

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。
（
令
和
７
年
７
月
１
日
就
任
）

人
事
案
件

藤
ふじもと

本　　 達
さとし

氏

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　
小
野
町
議
会
会
議
規
則
第
１
２
７
条
第
１
項
に
よ
り
、
議

案
の
審
査
又
は
町
の
事
務
調
査
な
ど
の
た
め
議
員
を
県
内
外

に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　
議
案
提
出
者
：
竹
川　
里
志 

議
員

◆
意
見
書
の
提
出

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
意
見
書

　
議
案
提
出
者
：
羽
生　
洋
市 

議
員

　
意
見
書
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

　
福
島
労
働
局
長

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
議
案
提
出
者
：
橋
本　
善
雄 

議
員

　
意
見
書
提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
デ
ジ
タ
ル
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

○「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
、
被

災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
議
案
提
出
者
：
國
分　
順
一 

議
員

　
意
見
書
提
出
先
：
復
興
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣

議
員
提
出
議
案

４
件
の
議
員
提
出
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
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審議した議案と各議員の賛否
・賛成が「○」、反対は「×」と表示します。
・田村弘文議長は採決に加わりません。

会　
議　
名

提
出
区
分

議　案　名
可　
否

古
﨑　
泰
介

橋
本　
善
雄

國
分　
順
一

羽
生　
洋
市

會
田
百
合
子

緑
川　
久
子

先
﨑　
勝
馬

竹
川　
里
志

宗
像　
芳
男

水
野　
正
廣

中
野　
孝
一

定
例
会
６
月
会
議

町　
長

小野町税条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美売・坪毛線道路新設工事（１工区）請負契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

美売・坪毛線道路新設工事（２工区）請負契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町交流・定住支援館解体工事請負契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町役場新庁舎敷地造成工事請負契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度小野町一般会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小野町副町長の選任につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員

議員派遣について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方財政の充実・強化を求める意見書 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
月
第
1
回
会
議

町
長

自動パック式トイレ購入契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動式冷風機購入契約の締結について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度小野町一般会計補正予算（第２号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※提出区分欄の「町長」は町長提出議案、「議員」は議員提出議案を示します。

７
月
第
１
回
会
議
開
催

　

７
月
10
日
に
令
和
７
年
小
野
町
議
会
７
月
第
１
回
会
議
を

開
催
し
、
次
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
購
入
の
予
定
価
格
が
７
０
０
万
円
以
上
に
な
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
経
て
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

○
自
動
パ
ッ
ク
式
ト
イ
レ
購
入
契
約
の
締
結

　
　
契
約
先
：
福
味
商
事
株
式
会
社

　
　
契
約
額
：
５
︐５
２
０
︐２
４
０
円

○
移
動
式
冷
風
機
購
入
契
約
の
締
結

　
　
契
約
先
：
有
限
会
社
印
南
電
気

　
　
契
約
額
：
６
︐３
３
６
︐０
０
０
円

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
３
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
66
億
３
８
８
０
万
８
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
が
増
額
と
な

り
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
施
設
等
物

価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事
業
費
、
会
計
年
度
任
用
職
員

人
件
費
、
老
人
憩
の
家
「
た
か
む
ら
荘
」
修
繕
料
、
未
就

学
児
童
保
護
者
支
援
事
業
費
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

契
約
締
結

補
正
予
算
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７
人
の
議
員
が
一
般
質
問

町
政
町
政
をを
問
う
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

※
紙
面
の
関
係
上
、「
◆
」
の
質
問
と
答
弁
の
内
容
の
み
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
質
問
項
目
の
内
容
等
は
、
８
月
下
旬
に
小
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
予
定
の
「
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑川 久子 議員 �  ６ ページ
　１発達障がいのある子どもの早期発見・早期支援に
　　ついて
◆　・こども家庭庁の「５歳児健診」の普及と
　　　サポート体制について
　２高齢者などの交通弱者の“地域の足”の確保について
◆　・国や県の補助事業を活用した“AI（人工知能）
　　　デマンド交通”の導入について

國分 順一 議員 �  ７ ページ
　１町の健康事業について
◆　・特定健診受診率について
　　・小野町国保人間ドック費用助成事業について
　　・人間ドックオプション検査について
　　・制度の周知について
◆　・事業内容の見直しについて

會田 百合子 議員 �  ８ ページ
　１一般行政について
◆　・不法投棄対策について
　２ふるさと文化の館について
　　・丘灯至夫記念館について
　３図書館について
　　・図書館の環境について
◆　・読書スペースと学習スペースについて

先﨑 勝馬 議員 �  ９ ページ
　１タクシー利用料金助成について
　　・料金改定後も現状維持で可能か
◆　・新庁舎への交通手段について
　２ふるさと納税について
　　・返礼品の内容を検討すべきではないか
　３中学校の部活動について
◆　・外部指導者の謝礼金支払について

水野 正廣 議員 �  10 ページ
　１観光行政について
◆　・小町の里整備について
◆　・こまちダム周辺整備について

古﨑 泰介 議員 �  11 ページ
　１おのまち認定こども園について
　　・現在の町の関わり方について
◆　・園児数減少による将来性について
　　・園内行事と町の連携について
　２他市町村や町外団体との交流について
　　・かわうちの湯を利用する町民の人数について
　　・かわうちの湯を利用した町民の感想について
◆　・「エフとも」への参加について

羽生 洋市 議員 �  12 ページ
　１町の文化祭について
◆　・来場者の増加に向けた取り組みについて
　　・多くの方が鑑賞できる環境について
　２発酵の町づくりについて
　　・発酵の町づくりの具体的な計画について
　　・発酵食品ソムリエ研修受講生との意見交換会について
　３福祉行政について
◆　・高齢者世帯に対する行政サービスの考え方について
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緑川 久子 議員

発達障がいの早期発見・サポートの取り組みは

関係機関の連携した取り組みを実施しており
今後も継続していく

問問

答答
問
文
部
科
学
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
発
達
に
不
安
の

あ
る
児
童
が
年
々
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
ど

も
家
庭
庁
は
従
来
の
健
診

に
加
え
、
就
学
前
の
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め

に
有
効
な
「
５
歳
児
健
診
」

の
普
及
と
相
談
体
制
の
充

実
や
専
門
的
人
材
の
確
保
、

健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
な
ど
、
支
援
体
制
を
整

備
し
助
成
す
る
方
針
を
示

し
ま
し
た
。
発
達
障
が
い

は
早
期
に
発
見
し
発
達
に

応
じ
た
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
そ
の
後
の

子
ど
も
の
発
達
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
町
に

問
町
で
は
多
く
の
高
齢
者
が
こ
れ
か
ら
の
移
動
手
段
に
不
安
を
覚
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
高
齢
者
な
ど
の
利
用
者
を
限
定
し
た
タ
ク
シ
ー
助
成

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
高
齢
に
よ
る
運
転
免
許
返
納
者
な

ど
交
通
弱
者
が
増
え
て
く
る
こ
と
か
ら
、
移
動
手
段
の
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
よ
り
効
率

的
で
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
手
段
と
し
て
「
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
」

の
導
入
を
国
や
県
の
様
々
な
補
助
制
度
を
活
用
し
実
現
化
に
向
け
て
検

討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
小
野
町
地
域
公
共
交
通
計
画
に

基
づ
き
様
々
な
交
通
モ
ー
ド
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド

交
通
も
検
討
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
導
入
し

た
場
合
の
需
要
予
測
や
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

等
の
導
入
・
運
行
経
費
、
国
・
県
か
ら

の
助
成
制
度
な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら

調
査
検
討
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
後

も
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
実
現
を
目

指
し
、
地
域
の
特
性
や
実
情
に
応
じ
た

最
適
な
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

お
け
る
早
期
発
見
・
支
援

体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
町
で
は
就
学
前
の

幼
児
期
の
段
階
で
、
発
達

面
で
支
援
の
必
要
な
幼
児

の
早
期
発
見
・
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
、
令
和
４
年

度
か
ら
「
５
歳
児
健
診
」

を
行
っ
て
お
り
、
県
内
自

治
体
で
も
４
番
目
と
早
い

時
期
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
健
診
の
結
果
、
経

過
観
察
が
必
要
な
場
合
は
、

子
ど
も
の
相
談
室
や
巡
回

相
談
を
通
じ
て
臨
床
心
理

士
が
相
談
を
行
う
ほ
か
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

情
報
共
有
を
行
う
な
ど
、

ス
ム
ー
ズ
な
小
学
校
へ
の

移
行
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業

を
一
体
的
に
行
い
、
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
や
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

＂Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
＂
の
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か

地
域
の
実
情
に
あ
う
最
適
な
移
動
手
段
に

つ
い
て
調
査
す
る

問問答答
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問
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
人
で
も
多
く
の
町

民
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
事
業
内
容
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
人
間
ド
ッ
ク
事
業
に
お
い
て
は
各
自
治
体
で
様
々
な
対
応
が
取

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
利
用
し
や
す
い
の
か
、

他
自
治
体
の
状
況
も
踏
ま
え
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
福

島
県
で
は
令
和
11
年
度
を
目
途
に
「
保
険
税
水
準
の
統
一
」
を
目
指
し

た
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
人
間
ド
ッ
ク
や
保
健
事
業

に
お
い
て
も
統
一
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
状
況
も
注

視
し
な
が
ら
制
度
設
計
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

國分 順一 議員

問問

答答

特定健診をより多くの方に
受診していただくための対策は

電話や訪問による勧奨のほか、
「デジタル健康ポイント事業」も活用

問
小
野
町
の
令
和
５
年
度

に
お
け
る
特
定
健
診
受
診

率
は
39
．１
％
で
あ
り
、
県

内
町
村
受
診
率
の
50
．96
％

と
比
べ
る
と
、
い
か
に
受

診
率
が
低
い
か
が
分
か
り

ま
す
。
町
民
の
健
康
を
守

る
た
め
に
も
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
町
民
の
方
に
特

定
健
診
を
受
診
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
町
の
対
策
を

伺
い
ま
す
。

町
長
町
で
は
受
診

率
向
上
に
向
け
、
住

民
総
合
健
診
の
受
診

券
の
発
送
時
期
を
早

め
予
約
期
間
を
長
く

す
る
ほ
か
、
予
約
さ

れ
て
い
な
い
方
へ
の

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
事
業
に
つ
い
て
町
民
が

利
用
し
や
す
い
事
業
内
容
へ
見
直
す
べ
き
で
は

他
自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら

制
度
設
計
を
図
る

電
話
に
よ
る
勧
奨
、
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る

戸
別
訪
問
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療

機
関
に
お
け
る
施
設
健
診

の
勧
奨
依
頼
の
ほ
か
、
今

年
度
新
た
に
実
施
し
て
い

る
「
小
野
町
70
周
年
記
念　

デ
ジ
タ
ル
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
」
を
活
用
し
な
が
ら

受
診
率
向
上
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

問問答答
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會田 百合子 議員

不法投棄に対する町の対策は

会計年度任用職員によるパトロール・
回収作業を実施し体制を強化した

問問

答答
問
不
法
投
棄
は
全
国
的
に

も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

小
野
町
で
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
浮
金

地
区
で
不
法
投
棄
が
確
認

さ
れ
、
最
近
で
は
小
野
赤

沼
地
区
に
お
い
て
段
ボ
ー

ル
が
多
数
捨
て
ら
れ
て
い

る
現
場
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
町
の
景
観
を
守
る
た

め
に
も
不
法
投
棄
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
ら
れ
る
の
か
考
え

を
伺
い
ま
す
。

問
図
書
館
の
窓
側
に
は
３
台
の
机
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
郷
土
史
料

館
に
も
同
じ
よ
う
に
３
台
の
机
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

読
書
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

学
習
し
て
い
る
生
徒
の
近
く
の
本
棚
に
は
、
本
を
探
し
に
行
く
の
を
た

め
ら
っ
て
し
ま
う
と
の
声
を
聞
き
ま
す
。

　

読
書
ス
ペ
ー
ス
と
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
区
切
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用

し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

教
育
長
図
書
館
で
は
窓
際
な
ど
に
読
書
を
楽
し
む
た
め
の
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
お
り
、
一
部
に
は
机
な
ど
を
配
置
し
、
こ
こ
で
学
習
さ

れ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。
本
来
、

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
学
習
ス
ペ
ー

ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
の

拡
大
・
便
宜
を
図
る
た
め
活
用
を
認

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
学
習

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
、
郷
土
史
料
館

の
テ
ー
ブ
ル
席
を
利
用
す
る
な
ど
、

学
習
さ
れ
る
方
・
読
書
さ
れ
る
方
ど

ち
ら
に
も
利
用
し
や
す
く
過
ご
し
や

す
い
環
境
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
長
町
で
は
不
法
投
棄

の
対
策
と
し
て
、
注
意
喚

起
の
看
板
設
置
や
広
報
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

加
え
、
今
年
度
か
ら
は
会

計
年
度
任
用
職
員
が
他
業

務
の
合
間
に
不
法
投
棄
の

パ
ト
ロ
ー
ル
と
回
収
作
業

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
が
配
置
す
る
産

業
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視

員
と
も
連
携
を
図
り
監
視

体
制
を
強
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ご
み

の
無
い
き
れ
い
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館
の
読
書
ス
ペ
ー
ス
と
学
習
ス
ペ
ー
ス
を

区
切
っ
て
利
用
し
や
す
く
し
て
は
ど
う
か

読
書
・
学
習
の
両
方
で
過
ご
し
や
す
い

環
境
を
目
指
す

問問答答

郷土史料館の学習スペース
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問
中
学
校
で
は
、
外
部
指
導
者
に
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
部
活
動
が
あ

り
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
指
導
を
行
い
、
週
末
に
な
る
と
大
会
や
練
習
試
合

な
ど
で
各
地
に
遠
征
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
交
通
費
な
ど
を
考
え
れ
ば
、

謝
礼
金
の
支
払
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
小
野
中
学
校
の
部
活
動
で
は
４
つ
の
部
で
外
部
指
導
者
が
入

り
、
週
に
数
回
程
度
、
指
導
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
外
部
指
導
者
が
入

る
こ
と
で
よ
り
専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
個
々
の
技
能

や
チ
ー
ム
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
ほ
か
、
指
導
者
と
の
人
間
関

係
の
構
築
な
ど
教
育
上
多
く
の
面
で
利
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
外
部
指
導
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
い
た
だ
い
て
お

り
、
謝
礼
に
つ
い
て
は
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
部
費
な
ど
の
活
動
費
か

ら
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
今
後
は
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
部
活
動
の
存
続
や
活
動
の
在
り
方
に
影
響
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
部
活
動
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
外
部
指

導
者
に
対
す
る
謝
金
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

先﨑 勝馬 議員

問問

答答

新庁舎への交通手段としての施策は

町民ニーズを把握しながら様々な方策を
検討し交通手段を確保する

問
新
庁
舎
へ
の
交
通
手

段
と
し
て
、
町
内
の
近
隣

の
方
も
低
料
金
で
利
用
で

き
る
制
度
や
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
・
巡
回
バ
ス
な

ど
の
施
策
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長
新
庁
舎
建
設
予
定

地
付
近
を
通
る
公
共
交
通

機
関
は
、
現
在
タ
ク
シ
ー

の
み
の
た
め
、
庁
舎
移
転

に
よ
っ
て
町
民
の
方
々
の

交
通
手
段
に
支
障
が
な
い

よ
う
対
策
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

新
庁
舎
へ
お
越
し
い
た
だ

部
活
動
の
外
部
指
導
者
に
対
す
る

謝
礼
金
を
支
払
っ
て
は
ど
う
か

部
費
か
ら
の
支
出
が
原
則
だ
が
、

今
後
の
状
況
に
応
じ
て
公
費
負
担
も
検
討

問問答答

け
る
よ
う
な
環
境
の
整
備

は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
に
よ
り
役
場
へ
出

向
く
必
要
の
な
い
仕
組
み

を
構
築
し
、
移
動
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

の
路
線
バ
ス
の
運
行
経
路

の
変
更
や
デ
マ
ン
ド
交
通

な
ど
様
々
な
方
策
を
検
討

し
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
暮
ら
し
の
足
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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水野 正廣 議員

問問

答答

町全体で小町の里整備に取り組む考えは

重要な地域資源であり、環境整備や
活用方法について様々な視点から検討する

問
こ
ま
ち
ダ
ム
周
辺
に
は
八
重
桜
が
植
樹
さ
れ
、
地
元
愛
護

会
の
方
々
に
よ
り
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
重
桜
は
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
比
べ
開
花
時
期
が
遅
れ
る
の
で
、
夏
井
千
本

桜
ま
つ
り
の
後
に
「
こ
ま
ち
ダ
ム
桜
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
交
流
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
、
町
が
も
っ
と
関
わ
り
を
も
ち
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
地
元
愛
護
会
へ
の
活
動
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
、
町
で

公
園
部
分
の
環
境
整
備
を
図
る
な
ど
、
ダ
ム
周
辺
の
環
境
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ダ
ム
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
及
び
地
元
行
政
区
な

ど
と
も
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問
過
去
に
質
問
し
た
際
、
前
町
長
か
ら
も
「
町
が
景
観

維
持
や
環
境
保
全
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
と
考
え
る
」
と
の

答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長
前
町
長
と
同
様
、
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有
す
る
重
要
な

施
設
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
愛
護
会
へ
の
支
援
を
継
続
す

る
ほ
か
、
愛
護
会
だ
け
で
は
困
難
な
樹
木
の
剪
定
や
道
路
の
支

障
木
伐
採
な
ど
に
つ
い
て
は
町
で
対
応
す
る
な
ど
、
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
ま
ち
ダ
ム
周
辺
を
町
が
積
極
的
に

整
備
し
て
は
ど
う
か

地
元
愛
護
会
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
魅
力

発
信
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
へ
の
活
用
も
図
る

問
小
野
篁
館
跡
・
愛
子
神
社

な
ど
小
町
の
里
整
備
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
青
年
部
を
中

心
に
草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
町
の
歴
史
や

伝
説
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、「
小

野
小
町
」
ゆ
か
り
の
地
が
失

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
町

全
体
で
整
備
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
小
野
小
町
に
関
連
す

る
史
跡
は
、
町
の
由
来
に
も

関
わ
る
重
要
な
地
域
資
源
で

あ
り
、
整
備
が
不
可
欠
と
考

え
ま
す
の
で
、
改
め
て
資
料

を
整
理
し
調
査
研
究
を
進
め

る
と
と
も
に
、
関
連
史
跡
の

環
境
整
備
や
活
用
方
法
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
実
行
す
る
た
め
に
、
観

光
協
会
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ま
と

連
携
し
て
様
々
な
視
点
か
ら

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

再
質
問
先
日
愛
子
神
社
を

確
認
し
た
が
、
み
す
ぼ
ら
し

い
状
態
だ
っ
た
。
昨
年
質
問

し
た
際
に
も
整
備
保
存
に
努

め
る
と
答
弁
い
た
だ
い
た
が
、

そ
の
後
は
い
か
が
か
。

町
長
整
備
が
で
き
て
い
な

い
部
分
が
あ
り
改
修
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
史
跡
が

民
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
所

有
者
や
各
種
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問問答答
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問
「
エ
フ
と
も
」
は
、
東
北
・
福
島
の
復
興
を
推
し
進
め
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
「
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
」
を
中
核
と
し
た
地
域
の
教
育
・

科
学
・
文
化
の
振
興
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
近
隣
の
川
内

村
や
葛
尾
村
も
そ
の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
野
町

も
早
期
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
町
は
も
と
よ
り
連
携
相
手
に
も
利

益
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
参
加
を
検
討
い

た
だ
け
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長
「
エ
フ
と
も
」の
創
設
は
、浜
通
り
地
域
な
ど
に
お
い
て「
次

代
を
担
う
人
材
を
育
て
、
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
」
こ
と
や
、「
地

域
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
成
を
進
め
て
い
く
」
こ
と
に
取
り

組
む
団
体
が
広
域
的
に
連
携
し
、
そ
の

取
り
組
み
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
社
会
に
適
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
大
変
共
感

で
き
る
も
の
で
す
。「
エ
フ
と
も
」
へ

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
活
動
内

容
や
参
加
団
体
の
取
り
組
み
状
況
を
み

な
が
ら
様
々
な
角
度
か
ら
調
査
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
上
で
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

古﨑 泰介 議員

問問

答答

園児数が減少しても安定した
保育・幼児教育を継続するための対策は

補助金などの財政的な支援を継続していく

問
現
在
こ
ど
も
園
の
園
児

は
一
学
年
あ
た
り
最
大
で
も

30
名
程
度
で
す
が
、
今
後
ま

す
ま
す
園
児
数
が
減
少
し
て

い
く
と
、民
間
に
よ
る
運
営
・

経
営
が
困
難
と
な
ら
な
い
か

不
安
が
あ
り
ま
す
。
行
事
や

活
動
に
対
す
る
各
家
庭
の
負

担
が
増
え
た
り
、
子
ど
も
を

預
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
、
安

定
的
な
保
育
・
幼
児
教
育
を

維
持
継
続
の
た
め
ど
の
よ
う

な
対
策
を
す
る
の
か
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
全
国
的
に
子
ど
も
の

数
が
減
少
す
る
中
で
、
安
定

的
な
保
育
の
確
保
は
重
要
な

課
題
で
す
。
町
で
は
、
施
設

「
エ
フ
と
も
」
へ
の
参
加
に
つ
い
て

検
討
し
て
は
ど
う
か

組
織
の
活
動
内
容
や
取
組
状
況
な
ど

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る

運
営
費
に
対
す
る
「
施
設
型

給
付
費
」
の
支
給
や
、
延
長

保
育
・
一
時
預
か
り
事
業
な

ど
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用

を
補
助
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
交
付
金
」
な
ど
の

補
助
事
業
に
よ
り
財
政
的
な

支
援
を
行
う
ほ
か
、
幼
児
教

育
に
関
す
る
事
業
に
対
す
る

講
師
派
遣
費
用
の
負
担
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

こ
れ
ら
の
財
政
的
な
支
援
の

ほ
か
、
こ
ど
も
園
と
連
携
し

安
定
し
た
経
営
継
続
の
た

め
、
各
種
支
援
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問問答答
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羽生 洋市 議員

問問

答答

文化祭の来場者増加に向けた取り組みは

各会場・各展示を巡るスタンプラリーによる
集客を図る

問
昨
年
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
が
、
小
野
町
に
あ
っ
た
制
度
の
構
築
に
向
け
調
査
研
究
し

て
い
く
と
の
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
々
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
改
め
て
高
齢
者
に
対

す
る
町
の
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
町
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
は
５
月
末
時

点
で
約
40
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

ゴ
ミ
出
し
や
電
球
交
換
な
ど
の
日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
住
民
同
士
で
助
け
あ
う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
「
さ
さ
え
愛
」
を
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

に
不
慣
れ
な
高
齢
者
か
ら
の
質
問
に

対
応
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
た
ほ
か
、
地
域
の
高
齢
者

サ
ロ
ン
に
出
向
い
て
の
「
ス
マ
ホ
教

室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今
後

も
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
に
対
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
や

デ
ジ
タ
ル
相
談
窓
口
を
ス
タ
ー
ト

問
文
化
祭
は
毎
年
開
催
さ

れ
、
各
団
体
の
発
表
の
場
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
は
、
参

加
団
体
の
皆
さ
ん
が
設
置
・

撤
去
作
業
に
携
わ
り
協
力
し

て
い
ま
し
た
が
、
文
化
祭
へ

の
来
場
者
数
は
少
な
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
文

化
祭
開
催
に
向
け
、
よ
り
多

く
の
集
客
の
た
め
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
今
年
度
も
11
月
１

日
・
２
日
の
両
日
開
催
で
、

小
野
町
芸
術
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
の
加
盟
団
体
に
よ
る

合
唱
や
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス

な
ど
の
発
表
会
を
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
老
人
会
や
寿
大

学
の
皆
さ
ん
、
絵
手
紙
愛
好

会
の
作
品
展
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
過
去
２
年
間
の
来
場

者
数
に
つ
い
て
は
、
発
表
会

に
約
１
５
０
名
程
度
、
作
品

展
示
に
は
約
３
０
０
名
程
度

で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

L
I
N
E
に
よ
る
周
知
を

行
う
ほ
か
、
各
会
場
・
各
展

示
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
実
施
な
ど
、
例
年
以
上
に

集
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

問問答答
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議会活動トピックス
ふるさと小野町会総会（５月１８日）

田村地方町村議会議長会表彰

町村議会広報研修会（７月１日）

　埼玉県戸田市で行われた「ふるさと小野町会」総会へ参加し、会員の皆様と交流を深
めました。

　４月 24 日に開催された田村地方町村議会議長会
総会において、田村弘文議長が表彰を受け、定例
会６月会議において表彰状の伝達が行われました。
　この表彰は、町村議会議長として５年以上在職
し、その功労が認められた方に授与されるもので
す。

　郡山市で開催された福島県町村議会議長会主催
の広報研修会に、広報編集委員会で参加しました。
　研修では、「戦略的広報と議会報づくりの型」を
テーマにした講義を受講したほか、他自治体の議
会広報紙を事例にした「広報クリニック」でより
よい広報紙づくりのポイントを学びました。
　今後も、議会活動や議会情報を分かりやすく発
信する広報紙づくりに取り組んでまいります。

全員で記念撮影総会の様子

表彰を受けた田村議長

研修会の様子
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令和7年度 小野町中学生議会を開催小野町中学生議会を開催
　小野町の将来を担う中学生が、自分の夢や希望を織り交ぜながら質問や提案を行い、町政や町議会へ
の関心や理解を深め、社会に参画する能力を培うとともに、中学生の視点からの意見を今後のまちづく
りに反映させることを目的とし、「中学生議会」を開催しました。

○中学生議員６名が町長に質問（議長役除く）
質問・答弁の内容は、１１月発行予定のおのまち議会だよ
りへ掲載します。

先
せんざき

﨑　柚
ゆ ず は

葉議員
（小野中学校３年３組）

小野町の交通について質問
内容

議員番号

5番

宇
う さ み

佐美　琴
こ と ね

音議長（小野中学校３年２組）

議員番号

7番

新
に っ た

田　朔
さ く や

也議員
（小野中学校３年１組）

空き家や田畑の有効利
用について

質問
内容

議員番号

1番

佐
さ と う

藤　昂
こうのすけ

之介議員
（小野中学校３年３組）

エコカー用設備と学校
の PCに関する提案

質問
内容

議員番号

3番

宍
し し ど

戸　万
か ず は

葉議員
（小野中学校３年２組）

Suica カードと勉強場
所について

質問
内容

議員番号

4番

根
ね も と

本　香
か ほ

穂議員
（小野中学校３年２組）

目安箱の設置について質問
内容

議員番号

6番

磯
いそざき

﨑　太
た い ち

一議員
（小野中学校３年２組）

小野町の観光業を盛り
上げるために

質問
内容

議員番号

2番
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議 会 活 動 日 誌

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、腕章をつけた広報編集委員会の委員が、
お伺いしますので、ご理解・ご協力をお願いします。

2日
9日

15日

16日
18日
19日

21日
22日

23日

25日

26日
27日~28日

29日

3日
5日
6日
7日
8日

11日
12日~13日

14日

教職員管理職歓迎会
月例全員協議会
第 38 回小野町長杯ゲートボール大会
小野町商工会　第 66 回通常総代会
田村地区交通安全協会小野支部定期総会
第 38 回異業種交流会定期総会
ふるさと小野町会総会（埼玉県戸田市）
全員協議会
小野町建業会定期総会
小野町議会 OB 会総会
新人議員研修会（福島市）
小野町観光協会総会
例月出納検査
百歳賀寿贈呈式
高柴山山開き
福島県剣道連盟小野支部剣道大会
令和 7 年度小野町水防協議会
全国町村議会議長・副議長研修会（東京都）
田村地区交通安全協会定期総会（田村市）
郡山法人会小野支部報告会

定例会 6 月会議議会運営委員会
福島県町村議会議長会　第1回定期総会（福島市）
定例会 6 月会議全員協議会
矢大臣山山開き
第 39 回県中支部ゲートボール大会
定例会 6 月会議（本会議）・常任委員会
定例会 6 月会議（一般質問）
小野町 70 周年記念行事
陸上自衛隊第 6 音楽隊演奏会

５月

６月

定例会 6 月会議（本会議）
月例全員協議会
小野町シルバー人材センター総会
県消防協会田村支部幹部会（三春町）
例月出納検査
議会改革特別委員会
新庁舎建設等検討特別委員会
第 45 回小野町石材組合定期総会
八重山祭り in 小野町　意見交換会
田村地方観光連絡協議会総会（田村市）

福島県町村議会広報研修会（郡山市）
小野町ふるさと暮らし支援センター
第 21 回通常総会
小野町交通安全対策協議会
小野町青少年育成町民会議
7 月第 1 回会議

（議会運営委員会 / 全員協議会 / 本会議）
月例全員協議会
議会運営委員会
公立小野町地方綜合病院企業団議会定例会
郡山地方広域消防組合議会
第 1 回臨時会（郡山市）
小野町更生保護女性会あいさつ運動
厚生産業常任委員会行政調査

（熊本県高森町・山都町）
田村地区防犯協会連合会総会（田村市）
議会改革特別委員会
民生委員推薦会
例月出納検査
決算監査

16日

20日
22日
25日

27日
28日
30日

1日

9日

10日

11日
14日

15日
16日~18日

22日
24日

25日
25日~28日

７月
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ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ

で
配
信
し
て
い
ま
す
！

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に「
お
の
ま
ち
議
会
だ
よ
り
」

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
無
料
広

報
誌
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」で
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

QRコードから
アクセス
してください

【小野町議会広報編集委員会】
委　員　長� 田村　弘文
副 委 員 長� 中野　孝一
委　　　員� 先﨑　勝馬
委　　　員� 緑川　久子
委　　　員� 會田百合子
委　　　員� 羽生　洋市
委　　　員� 國分　順一
委　　　員� 橋本　善雄

定例会９月会議は
９月４日（木）から開会します。

一般質問は９月５日㈮の予定です。
傍聴をお待ちしています。

●傍聴席が満席の場合は、会議室でのテレビ視聴となる場合があります。
●一般質問の様子をYouTubeにより動画配信をいたします。
　※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（☎0247-72-6930）

表
紙
の
写
真

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
中
学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
議
員
の
堂
々
と
発
言
す
る
頼
も
し
い
姿
も
素
敵
で
し
た

が
、
記
念
撮
影
で
特
別
に
議
長
席
に
座
り
、
楽
し
そ
う
に
写
真

を
撮
る
姿
も
印
象
的
で
し
た
。
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
宇
佐
美
琴
音
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
今
回
出
さ
れ
た
質
問
や
提
案
は
、
小
野
町
を
よ
り
良
く
し
た

い
と
い
う
思
い
や
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
気
づ
き
や
す
い
観
点
を

持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し

の
変
化
や
違
和
感
に
気
づ
く
こ
と
で
改
善
で
き
る
部
分
が
あ
り
、

そ
の
積
み
重
ね
が
町
を
良
く
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち

も
小
野
町
が
よ
り
好
き
に
な
り
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。」

　
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
提
案
が
実
現
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
7
月
20
日
は
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
、
政
治
へ
の
無
関
心
が
叫
ば
れ
て

き
ま
し
た
が
、
若
年
層
の
関
心
度
も
高
ま

り
三
連
休
の
中
日
に
も
関
わ
ら
ず
高
い
投

票
率
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り
の

た
め
に
、
自
分
の
一
票
を
託
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
町
に
お
い
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
町
政
に
参
加
し
て
頂
き
一
緒
に
考

え
行
動
し
、そ
し
て
よ
り
良
い
町
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
年
の
夏
も
、
厳
し
い
暑
さ
と
な
り
ま

し
た
。
室
内
の
温
度
調
整
に
気
を
配
り
、

適
度
な
水
分
補
給
と
塩
分
補
給
に
よ
り
、

ご
自
愛
の
上
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
小
野
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員　
國
分　
順
一

あ
と
が
き

おのまち議会だよりは、
環境にやさしいインキを
使用しています。
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